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　熱
中
症
は
屋
外
だ
け
で
な

く
、
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い

時
で
も
発
症
し
ま
す
。
特
に
初

夏
の
こ
ろ
は
、
体
が
暑
さ
に
慣

れ
て
い
な
い
た
め
、
比
較
的
低

温
で
も
熱
中
症
に
な
り
や
す
い

の
で
、
日
常
生
活
で
も
十
分
な

対
策
が
必
要
で
す
。

【
室
内
で
】

◦
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を

調
節（
環
境
省
は
28
度
を
推
奨
）

◦
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、

打
ち
水
を
利
用

◦
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

◦
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
（
下
記
参
照
）も

参
考
に

【
体
の
蓄
熱
を
避
け
る
】

◦
通
気
性
の
い
い
、
吸
湿
性
・

速
乾
性
の
あ
る
衣
服
を
着
用

◦
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ

ル
な
ど
で
、
体
を
冷
や
す

【
外
出
時
】

◦
日
傘
や
帽
子
の
着
用

◦
日
陰
利
用
、
こ
ま
め
な
休
息

◦
天
気
の
い
い
日
は
日
中
の
外

出
を
で
き
る
だ
け
控
え
る

【
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
】

　室
内
で
も
外
出
時
で
も
、
の
ど

の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま

め
に
水
分
や
塩
分
、
経
口
補
水
液

な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

※
経
口
補
水
液
と
は
、水
に
食

塩
と
ブ
ド
ウ
糖
を
溶
か
し
た
も

の
　運
動
時
は
筋
肉
で
大
量
の
熱

が
発
生
す
る
た
め
、
気
温
が
高

く
な
い
場
合
で
も
短
時
間
で
熱

中
症
の
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。

【
服
装
に
気
を
つ
け
る
】

◦
軽
装
で
、
吸
湿
性
や
通
気
性

の
よ
い
素
材
に
す
る

◦
直
射
日
光
は
帽
子
で
防
ぐ

◦
保
護
具
な
ど
は
、
休
憩
時
に

緩
め
る
か
外
す

【
状
況
に
応
じ
た
水
分
補
給
】

◦
暑
い
と
き
に
は
水
分
を
こ
ま

め
に
補
給
す
る

◦
休
憩
は
30
分
に
１
度
程
度

◦
大
量
の
汗
を
か
い
た
と
き
は

塩
分
を
補
給

【
暑
さ
に
徐
々
に
慣
ら
す
こ
と
】

◦
急
に
暑
く
な
っ
た
時
に
運
動
す

る
と
き
は
、
運
動
を
軽
く
す
る

【
個
人
の
条
件
や
体
調
を
考
慮
】

◦
体
力
の
な
い
人
、
肥
満
傾
向

の
人
、
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い

人
は
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い

た
め
、
運
動
を
軽
減
す
る

◦
下
痢
、
発
熱
、
疲
労
な
ど
体

調
の
悪
い
時
は
無
理
を
し
な
い

　熱
中
症
の
症
状
は
、「
め
ま

い
」「
立
ち
く
ら
み
」「
手
足
の
し

び
れ
」「
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
」

どのくらい水分をとればいい？
　水分摂取量＝運動前の体重―運動後の体重
　体重が減少しているときには、同量程度
の水分を取り、体内の水分量を調節するこ
とが必要です。

どのくらいの塩分濃度がいい？
　１㍑の水に1 ～ 2㌘
の食塩の濃度（0.1 ～
0.2㌫）が最適です。ま
た運動中は冷たい水も
よく、胃にとどまる時
間が短いので水分を吸
収する小腸に速やかに
移動し、深部体温を下
げる効果があります。

水
分
補
給
と
温
度
調
節
を
心
掛
け
て

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う
！

　普
段
私
た
ち
は
、
汗
を
か
く
と
き
に
体
外
へ
余
分
な
熱
を
放
出
す
る
こ
と
で
体
温
を
正
常
に
保

ち
ま
す
。
し
か
し
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る
と
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
り
、
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

「
気
分
が
悪
い
」「
頭
痛
・
吐
き

気
」「
嘔お

う

吐と

」「
倦け
ん

怠た
い

感
」「
虚
脱

感
」「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

①
涼
し
い
場
所
に
移
動

　エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内

や
風
通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど
へ

②
体
を
冷
や
す

　衣
服
を
緩
め
、
体
を
冷
や
す

（
特
に
首
の
回
り
、
脇
の
下
、

足
の
付
け
根
な
ど
）

③
水
分
補
給

　水
分
や
塩
分
、
経
口
補
水
液

な
ど
を
補
給

　「返
事
が
お
か
し
い
」「
け
い
れ

ん
」「
体
が
熱
い
」な
ど
の
状
態
に

な
り
ま
す
。「
自
力
で
水
が
飲
め

な
い
」「
意
識
が
な
い
」場
合
は
、

直
ち
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
☎
911
１

８
１
７
・
FAX
925
０
２
３
０

　気温、気流、湿度、放射熱から算
出される暑さ指数のことで、運動や
作業の度合いに応じた基準値が定め
られています。条件によっては、運
動を中止したり、メニューを変更し
たりすることも検討しましょう。
WBGT予報
� http://www.wbgt.env.go.jp/

7月1日
受け付け開始 公共交通機関などの

乗車券を交付
アスベスト含有調査費用補助

問建築指導課☎９４８－６５10・FAX９３４－0６４0

対象・内容本市に住民登録がある６５歳以上の運転免許保持者で、平成
2５年６月１日以降に有効な免許証を自主返納（全部取り消し）した人に
公共交通機関などの乗車券を交付
申し込み返納時に申請＝直接、申請書（申請場所にあり）を運転免許セン
ター（勝岡町）または松山東・西・南警察署へ▶後日申請＝直接、申請書

（申請場所にあり）と申請による運転免許の取消通知書（原本）を都市・交
通計画課（市役所本館７階）または市民課（同１階）、支所、出張所、市民
サービスセンターへ
※申請後、10日程度で乗車券などを自宅に郵送

問都市・交通計画課☎９４８－６８６３・FAX９３４－1８0７（運転免許証の返納は
運転免許センター☎９３４－0110）

65歳以上の運転免許証
自主返納をサポート

対 象 建 築 物 民間建築物で、吹き付けアスベストなどが施工されてい
るおそれがある建築物

補助申請書類

社会資本整備総合交付金要綱のうち、住宅・建築物安全
ストック形成事業制度などに基づき行うものとし、補助
申請、完了実績報告時点で次の書類が必要
補助申請付近見取り図、建築確認通知書および検査済証
の写し、配置図、各階平面図（アスベストなど施工場所を
表示）、現況写真（建物外観およびアスベストなど施工場
所）、建物の所有権を証する書類、共同住宅の場合決議を
証する書類、複数の調査会社の見積書、その他市長が必
要と認める書類
完了実績報告分析調査結果報告書、調査会社との契約書
の写し、請求書および領収書（内訳書）など

補 助 対 象 者 含有調査を行う建築物の所有者（登記簿で確認）、市税な
どを滞納していない人（完納証明書添付）

対象となる含有調査
含有調査は、建築物石綿含有建材調査者（建築物石綿含有建
材調査者講習登録規程〈平成2５年国土交通省告示第７４８号〉
第２条第２項に規定する人を指す）が自ら実施▶調査方法は
JIS Ａ1４８1「建材中のアスベスト含有測定方法」による

補 助 金 額 補助金額は、補助対象経費の額とし、1カ所当たり1０万円
以下（ただし、1棟につき2５万円を限度とする）

受 付 期 間 7月1日（金）～11月３０日（水）
件 　 数 1０カ所程度（先着順。予算がなくなり次第、終了）
※これまでの実績では、アスベスト含有調査費用は１カ所当たり8万円
～ 10万円程度です

【選べる乗車券など（免許返納時1人1回限り）】
公共交通機関 乗車券 利用可能額 利用できる交通機関 有効期限

伊予鉄道㈱ ICい～カード ５,000円
（※１）

伊予鉄道（バス・電車・タクシー）
中島汽船（フェリー・高速船） なし

㈱ごごしま 回数券 ５,2８0円 ごごしま旅客船
（由良・泊⇔高浜）

発行日から
１年

㈲新喜峰 利用券 ５,000円 新喜峰旅客船
（安居島⇔北条） なし

四国旅客鉄道㈱ JR四国旅行券 ５,000円 JR鉄道 なし
中島汽船㈱ バス利用券 ５,５00円 中島汽船バス なし

松山共同集金㈱ タクシー
クーポン券 ５,2５0円 タクシー会社（※２） 発行日から

６カ月
※１＝デポジット５00円を含む  ※２＝一部利用できないタクシー会社あり

水分補給メモ

ぬれたタオルや氷水などで首の回り、
脇の下、足の付け根などを冷やす

温度計を
置きましょう

水分の取り方にも
注意を

こまめな水分補給と
30分に１度は休憩を

日
常
生
活
で
の
対
策

運
動
中
の
対
策

も
し
発
症
し
た
ら

重
症
に
な
る
と

ＷＢＧＴ値とは

http://www.wbgt.env.go.jp/

